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１、メール管理者画面へのログイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、メール管理者画面のメインメニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①http://mail.majaja.com/postfixadmin/ にアクセスしま

す。 

②「メールアドレス」に、お送りいたしましたホスティング

情報シートの「メール管理者画面情報」>>「メールアドレ

ス」を入力します。 

※「メールアドレス」の記載がなく、「アカウント」と「ド

メイン」の記載がある場合は、「メールアドレス」欄に「info 

@ ドメイン」の形式で入力して下さい。 

例）ドメインに「majaja.com」と記載があった場合 

info @ majaja.com 

③「パスワード」に、お送りいたしましたホスティング情報

シートの「メール管理者画面情報」>>「パスワード」を入

力します。 

ログインが成功するとメインメニューが表示されます 

 

 

 

①概要 

ドメインのリストを表示します。 

②転送先登録 

転送設定（仮想メールアドレス)）追加します。 

③メールアドレス追加 

メールアドレス（POPアカウント）を追加します。 

④パスワード 

ログインパスワードを変更します。 

⑤ログアウト 

認証情報を破棄して、ログイン画面に戻ります。 
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３、メールアドレスの追加  

 

 

 

４、転送（仮想メールアドレス）設定の追加 

 

 

仮想メールアドレスとは・・・・ 

目的別に複数のメールアドレスを持ちたいが、受信する人が 1 人の場合に、

受信する人のメールアドレスに転送だけをするメールアドレスをいいます。 

 

 

メールアドレスを追加するには、上部メニューの「メールア

ドレス追加」を開きます。 

「ユーザ名（アドレス）」に、作成したいメールアドレスの

@より前の部分を入力します。 

sales@majaja.com を作成したい場合は、sales だけを入

力します。 

「パスワード」と「パスワード（確認入力）」に、メールを

受信するために使用するパスワードを各々に同じものを入

力します。 

「名前」には日本語が入力できますので、管理しやすい名前

を付けると便利です。入力しなくてもメールアドレスは作成

できます。 

「状態（有効）」は、使用するメールアドレスにはチェック

をいれてください。チェックをはずすとメールの受信ができ

なくなります。 

全て入力できましたら、「メールアドレスを作成」ボタンを

クリックして下さい。メッセージが表示されれば作成完了で

す。 

 

 

 

転送設定（仮想メールアドレス）を追加するには、上部メニ

ューの「転送先登録」を開きます。 

「転送元」に、追加したい仮想メールアドレスの@より前の

部分を入力します。 

sample@majaja.com を作成したい場合は、sampleだけを

入力します。 

「転送先アドレス」に、メールを受信するメールアドレスを

入力します。@の前後全てを入力してください。 

sales@majaja.com で受信したい場合は sales@majaja.com 

とすべて入力します。 

全て入力できましたら、「転送先を追加」をクリックして下

さい。メッセージが表示されれば、設定完了です。 

 

※メール受信ができるアカウントに届いたメールを別のメ

ールアドレスにコピー転送する場合は、転送先一覧の編集か

ら設定を行ってください。 
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５、登録済みの設定を編集・削除する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上部メニューの概要をクリックすると管理するドメインの

一覧が表示されます。 

通常はログインしたメールアドレスのドメインだけがリス

トされています。変更をするドメイン名をクリックしてくだ

さい。 

転送先やメールアドレスにある数字「1/20」などは、設定数

を表し 20が上限で、1つが設定済みを表しています。 

 

 

 

選択したドメインに登録されている転送先とメールアドレ

スの一覧が表示されます。 

転送先の一覧には、メールアドレス追加で作成したメールア

ドレスも含まれています。 

検索する場合は、上部の白いボックスに、検索語をいれてキ

ーボードの「Enter」をいれてください。 

 

 

 

メールアドレスのパスワードや名前を編集する場合は、下部

のメールアドレスの一覧にある「編集」をクリックして編集

画面を開きます。変更した情報を入力して、「メールアドレ

スを編集」をクリックして設定を完了してください。 

 

 

 

 

 

転送設定をする場合や、メールアカウント宛のメールをコピ

ーして別のメールアドレスに転送する場合は、上部の転送先

の一覧にある「編集」をクリックして編集画面を開きます。 

編集画面の「転送先アドレス」に転送したいメールアドレス

を 1行に１つずつ入力していきます。 

入力が終われば「転送先を編集」をクリックして、登録を行

います。 
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６、Windows メールに設定を追加する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Windowsメール メニューの 「ツール」 >> 「アカウント」 

を開きます。 

 

 

 

 

 

 

設定一覧画面から、「追加」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「電子メールアカウント」を選択して、「次へ」をクリック

します。 

 

 

 

 



 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示名に名前を入れて、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「電子メールアドレス」に設定するメールアドレスを入力し、

「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「受信メール(POP3)サーバー名」に「pop.お客様のドメイン

名」を入力します。 

「送信メール(SMTP)サーバー名」に「smtp.お客様のドメイ

ン名」を入力します。 

「送信メールサーバーは認証が必要」にチェックをいれ、「次

へ」をクリックします。 

 

※IMAP を利用する場合は、「受信メールサーバーの種類」

を「IMAP」に切り替えて下さい。 
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アカウント名に「メールアドレス」（「@」以降も入力して

下さい)とパスワード入力し、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「完了」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットアカウントの一覧に、追加した設定が表示さ

れていますので、その設定を選択した状態で、右の「プロパ

ティ」をクリックします。 
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「詳細設定」タブに切り替えます。 

「送信メール(SMTP)」を「587」に変更します。 

 

変更が完了しましたら、「OK」をクリックしてプロパティウ

ィンドウを閉じ、インターネットアカウントウィンドウも閉

じます。 

 

これで設定は完了です。送受信をして問題がないか確認して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※IMAPを利用する場合は、「IMAP」タブに切り替えます。 

「ルートフォルダのパス」に「INBOX」と入力してください。 
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７、OutlookExpress に設定を追加する 

 

 

 

 

 

Outlook Express メニューの 「ツール」 >> 「アカウン

ト」 を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定一覧画面から、「追加」>>「メール」をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

表示名に名前を入れて、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定するメールアドレスを入力します。 
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受信メール(POP3)サーバー名に「pop.ドメイン名」を入力し、

送信メール(SMTP)サーバー名に「smtp.ドメイン名」を入力

し、「次へ」をクリックします。 

 

※IMAP を利用する場合は、「受信メールサーバーの種類」

を「IMAP」に切り替えて下さい。 

 

 

 

 

アカウント名に「メールアドレス」（「@」以降も入力して

下さい)とパスワード入力し、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「完了」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットアカウントの一覧に、追加した設定が表示さ

れていますので、その設定を選択した状態で、右の「プロパ

ティ」をクリックします。 
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「サーバー」タブに切り替えます。 

「このサーバーは認証が必要」にチェックをいれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「詳細設定」タブに切り替えます。 

「送信メール(SMTP)」を「587」に変更します。 

 

変更が完了しましたら、「OK」をクリックしてプロパティウ

ィンドウを閉じ、インターネットアカウントウィンドウも閉

じます。 

 

これで設定は完了です。送受信をして問題がないか確認して

ください。 

 

 

 

 

 

※IMAPを利用する場合は、「IMAP」タブに切り替えます。 

「ルートフォルダのパス」に「INBOX」と入力してください。 
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８、FTPの設定(FFFTP の場合) 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、FTPアカウントの設定 

 ホスティング情報シート記載の情報を FTP ソフトに設定

します 

 ホスト名(アドレス) www.[ドメイン名] 

 ユーザ名 www.[ドメイン名] 

 パスワード シート記載のパスワード 

 

 

 

 

 

 

 

高度タブの「LIST コマンドでファイル一覧を取得」にチェッ

クを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、ファイルのアップロード 

 設定した FTPサーバーに接続します。 トップページのフ

ァイルが、「public_html」の直下にくるようにアップロー

ドしてください。 

 CGI 等をご利用の場合は、パーミッションの設定を行って

ください。実際のパーミッションの設定値は、各CGIのドキ

ュメント等を参照してください。 
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９、メールフィルターを設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メールフィルターを活用することで、ウイルスメールや迷惑

メールを排除することができます。初期設定でも排除するよ

うになっていますが、学習させることでより正確に迷惑メー

ルを見分けたり、設定を変更して迷惑メールの扱いを変えた

りすることができます。 

 

１、ログイン 

ログイン画面にアクセスします。 

http://mail.majaja.com/maia/ 

ユーザ名にメールアドレス 

例 sales@majaja.com 

パスワードにメール受信用のパスワード 

を入力して「ログイン」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

２、レベルの設定 

フィルターの保護レベルを設定します。 

高レベルになるほど、迷惑メールと判断する基準が厳しくな

り、迷惑メールではないメールも迷惑メールになる可能性が

高くなります。 

設定を変更するには、設定したレベルを選択し、「レベルを

変更する」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

３、迷惑メールの学習と正規メールの救出 

迷惑メールが正常なメールとして配送された場合は「すり抜

けたスパムを報告」から、正常なメールが迷惑メールとして

配送された場合は「確認・救出」（２段目ピンク）から、学

習画面に移動できます。 

学習させることでより正確に迷惑メールの判断をすること

ができます。 

保護レベルがカスタムになっている場合で、設定で「隔離す

る」を使用している場合は、条件に一致したメールは受信さ

れず隔離状態になります。これらの「破棄・救出」で受信で

きるようになります。
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４、迷惑メールを学習させる 

迷惑メールが正常なメールとして送信されてきた場合には、

「すり抜けたスパムを報告」から、学習画面に移動します。 

正規メールが迷惑なメールとして送信されてきた場合には、

「すり抜けたスパムを報告」から、学習画面に移動します。 

 

 

 

 

 

 

右側の「スパム」「正規メール」を選択します。判断を保留

する場合は、「破棄」を選択して下さい。「これらのメール

の状態を確定する」ボタンをクリックして学習は完了です。

メールがたくさんある場合は、引き続き同じ手順で学習をさ

せてください。スパムを正規メールとして学習させたり、そ

の逆を行った場合はスパムの判別精度が落ちますので、無理

に学習の登録をせず、できる範囲で学習させて下さい。 

詳しい情報を見たい場合や、再度メール受信したい場合は件

名をクリックして詳細画面を開いてください。 

 

 

詳細画面を開くと、学習用のリンク「スパム・正規メール・

破棄」に加えて、「ソースを表示」「（再）配送」がありま

す。ソースを表示をクリックするとメールのソースが表示さ

れます。「（再）配送」をクリックするとメールボックスに

該当のメールが配送されます。 




